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要 約

EGの働きの一つである心理的成長に関して，その一側面としてあげられるレジリエン

スは，健康な精神活動を維持するのに不可欠な心理特性であり，近年の研究によりストレ

スの対処が影響をしていることが分かってきた。

EGを行うことで高まると考えられるレジリエンスと，そのレジリエンスと関係深いと

されるストレスも捉え方が変化し，ストレスへのイメージが柔軟になると考えられるが，

明らかではない。

そこで本研究では，半構成方式EGを体験することによる，レジリエンスとストレスイ

メージの変化と，体験したMeはEG体験の仕方によって，どのような心理的効果がみられ

るのかを検討し，以下の結果を得た。

半構成方式EG体験によるレジリエンス得点に有意な差は見られなかったが，半構成方

式EG体験により自己理解が進み，Meの体験前の理想自己が下がり，過度に高くつけてい

たレジリエンス得点が現実的になったと推察された。半構成方式EG体験群は，ストレス

をよりポジティブなイメージへと変化しており，それは心理的効果に大きく関係している

と推察された。

半構成方式EG体験群の４名共通に起こった心理的効果は，「自己理解，他者理解，自己

と他者との深くて親密な関係」であった。４名とも１４回の半構成方式EG体験を通して，

その体験の仕方に関わらず，心理的効果，心理的成長が行われたと推察された。しかし，

体験の仕方によって心理的効果に差が出ているといえよう。

【Key Word】半構成方式エンカウンター・グループ 心理的効果 レジリエンス スト

レスイメージ
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�．問題と目的
近年，教育，医療，福祉，産業などの幅

広い領域で様々なグループ・アプローチが

実施されている。その中でもエンカウン

ター・グループ（以下，EGと略記する）

は，体験の過程を通して，個人の成長，個

人間コミュニケーションおよび対人関係の

発展と改善を図る集中的グループ経験の一

つである（Rogers,C.R．１９７０）。そして，

「自己理解，他者理解，自己と他者との深

くて親密な関係の体験」（野島，２０００b）

を目的としたグループ・アプローチであ

り，心理的治療，教育（訓練），心理的成

長（野島，１９９９）の働きがある。これらは

教育や医療の現場などで多くの実践と研究

が重ねられており，対人援助職に就く者

や，それを学ぶ学生の研修としても行われ

ることも多い（濱田・野島，２００９）。

EGには，参加者が自分の意思で参加

し，未知集団で行われる「自発参加型

EG」と，研修を目的として参加を義務付

けられ，既知集団で行われる「研修型

EG」がある（松本，２００９）。研修型EGで

は，同じ学校や同じ職場の人を対象とする

ことが多いため，参加者同士がすでに知り

合いで，今後も関係がある者同士がほとん

どである。本来EGのメンバー（以下，Me

として略記する）は，グループが終わって

別れた後もお互いに利害関係の生じない全

く知らない者同士がよいと言われている

（福井，１９９７）が，研修型EGの場合はそ

の点で限界があるといえる。

研修型EGの特徴として，平山・中田ら

（１９９４）は，Meが学校側によって参加さ

せられており，動機付けが高くないこと，

MeのほとんどがEG初参加であり何も知ら

ずに参加させられているために，不安や戸

惑いが起こること等を指摘している。それ

ゆえ，研修型EGは自発参加型EGと異な

り，動機づけが低い，関わりや自己開示が

少ない，行動や対話が多く，逸脱行動が多

いなどの特徴を持つ（中田，２００１）。

ところで，日本におけるEGは大きく分

けて二通りとされており（國分，１９８１），

「非構成型EG（Unstructured Encounter

Group）」と「構成型EG（Structured Encoun-

ter Group）」を指す（野島，２０００a）。しか

し２００６年，それらに加えて，研修型EGの

特徴を考慮し，森園・野島（２００６）は「半

構成方式EG」を開発した。大きな特徴と

しては「各セッション（以下，Seと略記

する）テーマ」と「Se内でMe全員が発言

する枠」が設定されている点である。半構

成方式EGでは，Meのグループへの抵抗の

少なさ，早い段階から素直な自己開示が行

われること等が有利性とされており，その

結果，安心感をもって展開するグループ構

造であることを明らかにしている。しか

し，半構成方式EGの構造上，全員が発言

できる一方で，発言しなくてはならない状

況となるため，安心感を導くと同時に，無

理して話したことで後悔感や不安感を残し

てしまう可能性を持つことも指摘されてい

る（森園・野島，２００６）。

非 構 成 型EGに お い て，野 島・村 山

（１９７５），伊藤（２０１５）等の先行研究よ

り，非構成型EGによって自己理解，他者

理解が促進され，自己肯定感の高まりや理

想自己の低下，人との関わりにも変化が起

こることが分かっている。そして，それは

グループに対する信頼感や雰囲気にも関係

があることが予測された。
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構成型EGは，高田・坂田（２００８），近

藤・加治ら（２０１０）等の先行研究により自

己肯定感や自己信頼，自己効力感といった

心理的な効果がみられているが，その一方

で，水野（２０１４）は構成型EGに慣れるこ

とにより，飽きによる感情喚起の鈍化が生

じることを指摘している。

半構成方式EGにおいては，ファシリ

テーションについての研究（星野・野島，

２００８），（濱田・野島，２００９）から，半構成

方式EGの利点や限界点について述べられ

ているが，非構成型EGや構成型EGと比べ

ると，その心理的成長について研究された

ものは少ない。

ところで，EGの働きの一つである心理

的成長に関して，その一側面としてレジリ

エンスが挙げられる。近年，精神的な健康

を維持するための重要な要因として注目さ

れているレジリエンスは，逆境に耐え，試

練を克服し，感情的・認知的・社会的に健

康な精神活動を維持するのに不可欠な心理

特性であり，「生きる力」の構成要因の一

つであると考えられている（森・清水ら，

２００２）。また，レジリエンスは向上させる

ことが可能であり，避けようのない混乱や

苦痛に対して，誰もが対応能力を強化でき

ることが明らかになっている（Zolli&

Healy，２０１２）。

私たちは，生活上のライフイベントによ

って，多くのストレスを受けている。スト

レスに対する弾力性が関係すると考えられ

るレジリエンスは，個人に備わる心理的特

性であるが，それは複雑で多角的で常に変

化するといわれており，レジリエンスの獲

得に何が必要なのかは解明されていない。

しかし，Southwick&Charney（２０１２）は，

高いレジリエンスを発揮している者はスト

レスへの反応として，楽観的な視点を持

ち，社会的サポートを受け入れ，逆境の中

に意義やチャンス，さらにユーモアを探し

ながら，前向きに問題を解決しようとして

いることを明らかにした。

近年のレジリエンスの研究によれば，レ

ジリエンスが高まることで様々な効果があ

ることが報告されており（長内・古川，

２００５），（石毛・無藤，２００５），もともとレ

ジリエンスが低くても，ソーシャルスキル

や自己肯定感などを高めることで，レジリ

エンスを高めることが可能であると分かっ

ている（松尾・前田，２０１５）。

以上から，EGによって心理的成長の働

きがあることは分かっているが，半構成方

式EGにおける研究は少ない。これはEGの

参加の仕方によりMeに差が出ると推察さ

れる。先行研究から，EGを行うことで自

己肯定感や自己効力感といった心理的効果

も認められるが，それらと関係深いレジリ

エンスの効果についての研究はみられな

い。また，レジリエンスと大きく関係する

ストレスも，半構成方式EGを行うことで

捉え方が変化し，ストレスへのイメージが

柔軟になると考えられるが明らかではな

い。

現代社会では誰もがさまざまなストレス

や困難な出来事，トラウマにより日々の生

活に影響を受けている。そのため，困難な

出来事後に回復する能力であるレジリエン

スを高めることは，ストレスの多い現代社

会を生きる上で重要な問題である。したが

って，半構成方式EGを行うことで心理的

な効果が認められたり，それによってレジ

リエンスが高まることが明らかとなれば，
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大学などの教育機関で半構成方式EGを行

うことの有効性を検証することになるので

はないか，と考える。

そこで本研究の目的は以下の通りであ

る。

� 半構成方式EGを体験することによ

り，レジリエンスが変化するのかを明ら

かにする。

� 半構成方式EGを体験することによ

り，ストレスイメージが変化するのかを

明らかにする。

� 半構成方式EGを体験したMeは，EG

体験の仕方によって，どんな心理的効果

がみられるのかを検討する。

�．方法
１．調査協力者

半構成方式EG体験群・非体験群は，X

女子大学文学部臨床心理学科３年生１２名ず

つに調査を行った。体験群は，１４週にわた

って半構成方式EGが行われる授業の履修

者を対象とした。非体験群は，半構成方式

EGが行われていない，同曜日の同時間帯

の通常の授業の履修者を対象とした。

２．調査時期

本研究の調査は，２０１６年４月から９月の

６ヶ月間で行った。

３．調査手続き

（１）質問紙調査：半構成方式EG体験群・

非体験群のそれぞれに，半構成方式EGを

行う前後（４月上旬，７月下旬）の時期に

質問紙調査を行った。各Se直後には，セ

ッションアンケートを実施した。

（２）面接調査：半構成方式EG体験群に

は，８月から９月に半構造化面接調査を行

った。

４．質問紙調査内容

（１）フェイスシート：フェイスシートで

は，調査協力者の年齢を尋ねた。

（２）SD法：「ストレス」のイメージを測

定するために，１２個の対比語を用いて作成

した。回答方法は５件法を用いた。

（３）大学生用レジリエンス尺度：レジリ

エンスを測定するために，大学生用レジリ

エンス尺度（齋藤・岡安，２０１０）を用い

た。全２５項目で，下位尺度は５つからな

り，回答方法は４件法を用いた。

（４）参加者カード：半構成方式EG体験の

仕方についてみるために，参加者カード

（野島，１９８２）を用いた。半構成方式EG

体験の参加前の気持ちを自由記述と，グ

ループへの“参加意欲”，“期待度”につい

て７件法を用いて尋ねた。半構成方式EG

体験の参加後の気持ちを自由記述と，グ

ループへの“満足度”について７件法を用

いて尋ねた。

（５）セッションアンケート：半構成方式

EG体験の仕方についてみるために，セッ

ションアンケート（野島，１９８２）を用い

た。各Se終了後に，指定された６項目の

自由記述と，Seの“魅力度”を７件法を

用いて測定した。

５．面接調査内容

面接調査は半構造化面接を約３０分行い，

以下のことを尋ねた。

� あなたにとっての半構成方式EG体験

はどうであったかについて。

� 半構成方式EGを行う前と行った後の

自身の変化について。

６．倫理的配慮

本研究は，跡見学園女子大学文学部臨床

心理学科倫理委員会において承認を得られ
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た（申請番号１６００２）。

�．結果
１．半構成方式EG体験群・非体験群の構

成

（１）半構成方式EG体験群の構成

体験群は，X女子大学文学部臨床心理学

科の３年生を対象として，１４週にわたり授

業内で半構成方式EGが行われた。Facは２

名（男性１名，女性１名）で，Meは１２名

が全員女性であり，Meの年齢は２０歳～２３

歳（M＝２０．２５，SD＝０．８７）であった。

（２）半構成方式EG非体験群の構成

非体験群は，体験群と同様にX女子大学

文学部臨床心理学科の３年生を対象とし，

同曜日の同時間帯の通常の授業の履修者に

調査を行った。調査協力に同意した１２名は

全員女性であり，年齢は２０歳～２１歳（M＝

２０．０８，SD＝０．２９）であった。

２．半構成方式EGのプロセス

半構成方式EGはSe１からSe１４で構成さ

れた。Se１は構成型のグループ，Se２か

らSe１４は半構成方式で行われた。それぞ

れのテーマは前週に提示し，そのテーマに

関係する話を，ストップウォッチを使って

一人４分，順番に全員が話した。Facの一

人が最初に話し，全員が話し終わったら，

残りの時間はフリートークとなり，自由に

話すことが可能であった。表１は，それぞ

れの各Seのテーマである。

３．レジリエンスの結果

（１）半構成方式EG体験群・非体験群の体

験前後のレジリエンスの比較

半構成方式EG体験群・非体験群のレジ

リエンス得点の平均値とSDを記す（表

２）。

半構成方式EG体験群の１２名のうち，体

験後にレジリエンス得点が上がった者は７

名で，下がった者は５名であり，２名は１０

以上得点が下がった。

半構成方式EG体験の有無による，体験

前後のレジリエンスの変化をみるため，二

要因の分散分析を用いて検討したが，レジ

リエンス全体値においても下位尺度におい

ても，群間に有意な差は見られなかった。

（２）４名のレジリエンス得点の比較

半構成方式EGを体験したMeの中から，

特徴的な４名（A，B，C，D）を選択し

た。４名のレジリエンス全体値において，

体験前から体験後にかけてAは６得点，C

は９得点上がり，Bは１４得点，Dは１１得点

下がった。

４名のレジリエンス下位尺度である，コ

ンピテンス得点において，体験前から体験

後にかけてAは５得点，Cは２得点，Dは

４得点上がり，Bは４得点下がった。

表１ 半構成方式EGの各セッションテーマ

半構成方式EGのセッションテーマ

Se１ 構成型のグループ

Se２ 私の進路をめぐる，過去・現在・未来

Se３ 友人・仲間

Se４ 恋愛・結婚

Se５ 家族

Se６ 先生

Se７ 今，ここで話したいこと・話せること

Se８ 今，ここで話したいこと・話せること

Se９ 今，ここで話したいこと・話せること

Se１０ 今，ここで話したいこと・話せること

Se１１ 今，ここで話したいこと・話せること

Se１２ 今，ここで話したいこと・話せること

Se１３ 今，ここで話したいこと・話せること

Se１４ 半構成方式EGを行った感想など
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４名のレジリエンス下位尺度である，

ソーシャルサポート得点において，体験前

から体験後にかけてAは１得点，Cは２得

点上がり，Bは２得点，Dは３得点下がっ

た。

４名のレジリエンス下位尺度である，肯

定的評価得点において，体験前から体験後

にかけてCは２得点，Dは２得点上がり，

Bは３得点下がり，Aは変化がなかった。

４名のレジリエンス下位尺度である，親

和性得点において，体験前から体験後にか

けてCは２得点上がり，Aは１得点，Bは

３得点，Dは３得点下がった。

４名のレジリエンス下位尺度である，重

要な他者得点において，体験前から体験後

にかけてAは１得点，Cは２得点上がり，

Bは２得点，Dは５得点下がった。

４．ストレスイメージの結果

（１）半構成方式EG体験群・非体験群の体

験前後のストレスイメージの変化の検討

半構成方式EG体験群の体験前後でスト

レスイメージが変化するのかを検討するた

めに，SD法を用いた。

半構成方式EG体験群の，体験前後のス

トレスイメージ平均値において，０．５ポイ

ント以上の変化が認められたのは，「前向

きな－後ろ向きな」，「幸せな－不幸な」，

「必要な－不要な」，「明るい－くらい」，

「おもしろい－くだらない」，「強い－弱

い」，「意欲的な－無気力な」，「楽観的な－

悲観的な」の８項目であった。

半構成方式EG非体験群の，体験前後の

ストレスイメージ平均値において，０．５ポ

イント以上の変化が認められたものは１項

目もなった。

（２）４名のストレスイメージの変化の検

討

４名（A，B，C，D）のストレスイメー

ジの変化についての検討を行った。

Aさんの体験前後のストレスイメージの

変化において，２ポイント以上の変化が認

められたのは，「必要な－不要な」，「おも

しろい－くだらない」の２項目であった。

Bさんの体験前後のストレスイメージの

変化において，２ポイント以上の変化が認

められたのは，「おもしろい－くだらな

い」の１項目であった。

Cさんの体験前後のストレスイメージの

変化において，２ポイント以上の変化が認

められたのは，「必要な－不要な」の１項

目であった。

Dさんの体験前後のストレスイメージの

表２ レジリエンスの平均値とSD得点一覧

レジリエンス コンピテンス
ソーシャル
サポート

肯定的評価 親和性 重要な他者

体験群・
体験前

７２．５０
（１０．００）

１８．１７
（２．６２）

１８．５０
（３．７３）

１２．５８
（３．５０）

１２．４２
（２．３５）

１０．８３
（１．４７）

体験群・
体験後

７１．６４
（８．６５）

１８．４５
（２．５４）

１８．０９
（３．９０）

１２．９１
（３．１８）

１１．６４
（１．９２）

１０．５５
（１．７２）

非体験群・
体験前

７３．５８
（１０．４４）

１９．４２
（４．０８）

１９．９２
（３．２９）

１２．３３
（１．８７）

１１．６７
（１．９２）

１０．２５
（２．０９）

非体験群・
体験後

７３．５８
（１３．９１）

１９．５８
（４．１４）

１８．７５
（３．０２）

１３．８３
（３．２４）

１１．７５
（２．９０）

９．６７
（２．６４）
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変化において，２ポイント以上の変化が認

められたのは，「必要な－不要な」の１項

目であった。

�．考察
１．半構成方式EG体験群と非体験群のレ

ジリエンスの変化

（１）半構成方式EG体験群と非体験群のレ

ジリエンス得点について

本研究の第１の目的は，半構成方式EG

を体験することにより，レジリエンスが変

化するのかを検討することであった。この

目的に対し，半構成方式EG体験群と非体

験群では，レジリエンス得点に有意な差は

見られなかった。

体験群，非体験群ともに，レジリエンス

得点の上がった下位尺度とレジリエンス得

点の下がった下位尺度がほぼ等しい。この

ことから，レジリエンスは，半構成方式EG

体験よりも日常場面のほうが影響を受けや

すいことが推論された。

（２）半構成方式EG体験群におけるレジリ

エンス得点の変動に関する考察

半構成方式EG体験群と非体験群のレジ

リエンス得点には有意差が見られなかった

のだが，レジリエンス下位尺度において，

“コンピテンス”と“肯定的評価”で平均

値が上がっている。どちらも，前向きな思

考を表す尺度であり，レジリエンス獲得に

特に重要とされる，楽観的な視点や，前向

きに問題を解決しようとする姿勢（South-

wick&Charney，２０１２）に関係していると

いえる。しかし，今回の結果では，半構成

方式EG非体験群もこの二つの下位尺度は

得点が上がっているため，半構成方式EG

体験による効果とは言い難い。

一方，レジリエンスの下位尺度におい

て，“ソーシャルサポート”，“親和性”，

“重要な他者”で平均点が下がっている。

伊藤（２０１５）の研究で，理想自己が低くな

る方向にあることが示されていたが，今回

の結果においても，同じような結果が起き

ていたことが推察される。半構成方式EG

体験により自己理解が進み，Meの体験前

の理想自己が下がり，過度に高くつけてい

たレジリエンス得点が現実的になったと考

えられる。

現に，１２名のMeの中でレジリエンス得

点１０以上下がったのが２名で，それ以外の

Meの多くは，レジリエンス得点が上がっ

ていた。このことから，半構成方式EG体

験により，レジリエンス得点が下がった２

名は，理想の自己と現実の自己のズレが少

なくなったのではないか，と推察される。

そのため，体験後のレジリエンス得点が下

がったことが考えられる。また，Meの半

数以上がレジリエンス得点が高まっていた

め，半構成方式EG体験を行うことレジリ

エンスを高める効果は期待できそうであ

る。

２．半構成方式EG体験群と非体験群のス

トレスイメージの変化

本研究の第２の目的は，半構成方式EG

を体験することにより，ストレスイメージ

が変化するのかを検討することであった。

この目的に対し，半構成方式EG体験群と

非体験群では，ストレスのイメージに大き

な変化が見られた。

半構成方式EG体験において，ストレス

イメージの平均値が，体験前後で０．５ポイ

ント以上変化したものは８項目あり，「後

ろ向きな」から「前向きな」イメージへ，
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「不幸せな」から「幸せな」へ，「不要

な」から「必要な」へ，「くらい」から

「明るい」へ，「くだらない」から「おも

しろい」へ，「強い」から「弱い」へ，「無

気力な」から「意欲的な」へ，「悲観的

な」から「楽観的な」へと，変化が見られ

た。一方で，半構成方式EG非体験群で

は，０．５ポイント以上変化したストレスイ

メージの項目は一つもなく，どちらかとい

うとネガティブイメージへと変化している

ことが示された。

この結果から，半構成方式EG体験を行

ったことでストレスイメージにポジティブ

な変化が現れたといえそうである。本研究

のレジリエンス尺度を用いた調査において

は，半構成方式EG体験後のレジリエンス

の高まりは見られなかったが，レジリエン

スはストレスの対処と関係が深く，ストレ

スに対する反応が楽観的である人は，高い

レジリエンスを発揮している（Southwick

&Charney，２０１２）ということからも，半

構成方式EG体験によるストレスイメージ

のポジティブな変化は，心理的な効果に大

きく関係していると推察される。

曽山・本間（２００４）は，構成型EGを行

った教師のストレス反応の低下を示してい

る。本研究はストレスイメージのため，ス

トレス反応とは異なるが，ストレスに対す

る認知の変化が起こることにより，ストレ

スを楽観的に捉え，ストレス反応も減少す

ることが考えられる。よって，半構成方式

EG体験により，ストレスイメージがポジ

ティブに変化することによって，レジリエ

ンスなどの心理的効果が起こることが予想

される。

３．半構成方式EGを体験したMeの心理的

効果について

本研究の第３の目的は，半構成方式EG

を体験したMeにどんな心理的効果が起こ

ったのかを検討することであった。そこ

で，半構成方式EG体験群の４名につい

て，レジリエンス尺度，SD法，参加者

カード，セッションアンケート，半構造化

面接の結果をもとに考察する。

（１）Aさんの心理的効果について

Aさんの参加者カード，セッションアン

ケート，半構造化面接の結果から，Aさん

の心理的効果について考察する。

Aさんは，参加前に記載した参加者カー

ドで，「意義について，しっかり考えなが

ら参加したい」，聞くことがあまり上手で

はないため，「心を開きやすい聴き手」に

なりたい，「皆の知らなかった一面を探」

したい，と，半構成方式EGを体験する以

前から興味・関心が高く，Se１から「も

っと聞いてほしい」「もっと知りたい」と

いった，自己開示欲求や他者への関心が示

されており，Seを通して早い段階から自

己理解，他者理解が起こっていた。

また，「人前で話すこととか，人の話を

きくことは好きなので楽しかったし，あ

と，（Meと）距離も詰められた」と，対人

関係の発展が起こり，次第に自己と他者と

の深くて親密な関係へと発展したと考えら

れる。加えて，「話してスッキリした」と

いったカタルシスが多く行われており，

「私喋りたくてきいてほしかったんだな

と，繋がったという感じ」と，自分では知

らない一面にも気がついたようである。A

さんはMeに対して「勝手なイメージをも

ってしまう」とのことだが，半構成方式EG

を行うことでMeの知らなかった一面に気

－ 84－



づくことがあり，おもしろさを感じていた

ようである。そのように他者理解を行う中

で，Meをよく観察しており，Meの変化に

気がつき，自分との違いから自己理解も起

こっているようであった。一方でMeの話

をききだそうとして，自分が話しすぎてし

まうことが多かったようで，話したことを

後悔しているようであった。これは森園・

野島（２００６）の“話してしまった後悔感や

不安感を残してしまう”こととはニュアン

スが異なると推察された。他者受容や他者

共感にも関心が高く，Meから受容された

経験から，自分も行いたいといった学習も

見られた。

Aさんはレジリエンス得点も上昇したも

のが多く，ストレスイメージもポジティブ

な変化が見られる。よってAさんはストレ

ス下にあっても，前向きに乗り越えられて

いける力が高まったようである。ストレス

イメージにおいて「おもしろい－くだらな

い」の変化率は３ポイントで，大きな変化

である。枝廣（２０１５）は悲劇の中におかし

さを見つけるユーモアは，レジリエンスを

つくる一つの要因だと述べている。ストレ

スのイメージがおもしろいと思えたこと

は，ユーモアとして捉えられていることと

推察される。

また，Seへの意欲度，期待度，各Seへ

の魅力度，Seに対する満足度，全てにお

いて最高点をつけ，Seの魅力度に変動が

ないことから，安定してグループに居られ

たことが考えられる。参加者カード，セッ

ションアンケート，半構造化面接からも，

良いグループ体験が行われていたと考えら

れ，多くの心理的効果を得ていたと推察さ

れる。

（２）Bさんの心理的効果について

Bさんの参加者カード，セッションアン

ケート，半構造化面接の結果から，Bさん

の心理的効果について考察する。

Bさんは，参加前に記載した参加者カー

ドで「どんなことを学ぶことができるの

か，また将来どのような場面で活かすこと

が可能なのか，期待があると共に楽しみ」

と述べ，半構成方式EGについて関心が高

く，Se１から「Meについて知る機会とな

り良かった」，「もう少し質問してみたい」

等の他者理解が起こり，より関心が高まっ

ているようであった。Bさんは“上手く話

せるか”，“質問に上手く答えられるか”に

焦点を当てており，自分で次回の課題を設

定し，上手くいかないと後悔を感じてしま

うようであった。また，フリートークの時

間で「もっと発言すればよかった」という

後悔が何度も見受けられた。

一方で，Meと自分の違いを考えたり，

Meと話が共有できると「嬉しい」と話す

など，自己と他者との深くて親密な関係が

形成されていったと考えられる。Seが進

むにつれて自己理解を中心として「自分以

外がどのように考えているか知ることがで

きた」と他者理解も起こったようである。

半構成方式EG体験により自分自身に目が

向けられるようになったことで，半構成方

式EG体験が終わってからも自分について

考えるようになり，自己理解が進んでいる

ようであった。加えて，半構成方式EG以

外の場面でもMeと交流を持つなど，他者

との関係が構築されたようであった。

Bさんはレジリエンス得点が１４減少して

いるが，Bさんは他のMeと比較して体験

前の点数が高く，体験後は他のMeと同程

－ 85－



度の値になっている。もともと高いレジリ

エンスを持っていたことは否定できない

が，体験前は現実よりも高い点数をつけた

ことも考えられる。半構成方式EG体験を

行い，自己理解が進んだことで現実自己が

見え，レジリエンス得点を現実的に考えら

れるようになり，下がったと考えられる。

BさんはMeと積極的に関わりたいとい

う課題を立てるも，セッションアンケート

からは，その目標が達成できなかったこと

が多い印象を受けた。その分，できなかっ

た自分が頭に残り，実際よりもできなかっ

たと認識してしまったと考えられた。その

ため，自己理解や他者理解が行われている

が，後悔のほうが強くあり，「自分は変わ

ってはないと思う」という発言につながっ

たと推測される。

（３）Cさんの心理的効果について

Cさんの参加者カード，セッションアン

ケート，半構造化面接の結果から，Cさん

の心理的効果について考察する。

Cさんは，「初対面の人もいる中で話せ

るのか緊張」，「クラスの人達と仲良くなれ

るか不安」という気持ちから始まったCさ

んの半構成方式EG体験は，話す中で自己

洞察が起こり，「みんなにどう思われるか

不安」がありながらもMeからの受容体験

を通して「話すことで自分を見直せたこと

は良かった」等と自己開示を行っていった

ようであった。

話しにくさを感じた“家族”のテーマで

は，「家族はあまり触れたくない話で，深

くは話せなかった」と話せる範囲で話した

ことは大切なことであると推察するが，そ

れゆえに話にまとまりがなくなり，Meか

らどう思われるか不安を感じていたため，

Cさん自身もどうすれば良かったのかと戸

惑いがあるようであった。

Meの話をきく中で他者理解が起こり，

少しずつ「自分もMeに関わって話してみ

ようと思えた」と他のMeとの関係を構築

していったようであった。そして，自己と

他者との深くて親密な関係が形成されてい

ったと考えられる。Cさんは大学では誰か

と行動を共にすることが少ないようだが，

半構成方式EG体験でより人と話すことで

活発な部分が出るなど，Cさんらしさが発

揮されたのではないかと考えられる。これ

は，最終Seで，「感想以外に休日の話しが

でき，自由に時間を使えた」と，話したい

ことを自発的に話したことにもつながって

いると推察される。

Cさんは話すことで感情が高まることが

あり，「苦情が言えてすっきりした」「自分

の思いを口に出すことって大事なんだな，

と思った」といったカタルシスも起きてい

るようであった。また，話すテーマを考え

るとともに自己理解が起き，自分について

振り返る時間にもなっていたようである。

各Seへの魅力度は終始一定であり，安

定してグループに居られたことが考えられ

る。半構成方式EGの満足度は最高点であ

ったことからも，Cさんにとって良い体験

になったのではないだろうか。

Cさんのレジリエンス得点，レジリエン

スの下位尺度が全て上昇したことは，半構

成方式EGを体験したことが関係している

と想定できる。Cさんは「大学で誰かと一

緒にいることがほとんどなかったけど，こ

うやってグループでMeと一緒に話すこと

で，誰かと一緒に居られるようになった」

「喋ることで活発な部分が出た」と語られ
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たことからも，レジリエンスに大切とされ

る，ソーシャルサポートや親和性，重要な

他者といった点で変化が現れたと考えられ

る。そして，ストレスイメージもポジティ

ブになったと推察された。

（４）Dさんの心理的効果について

Dさんの参加者カード，セッションアン

ケート，半構造化面接の結果から，Dさん

の心理的効果について考察する。

Dさんは，半構成方式EG体験に対して

「不安がある」「積極的・自発的に参加し

たい」と不安と関心を持って始まった半構

成方式EG体験だったが，「Meの話を聴い

ていく内にもっと知りたいと感じた」と他

者への関心が高まり，Meの知り知られ体

験を通して，少しずつ不安や緊張は減って

いったように見受けられた。しかし，「ど

こまで話そうか迷っていたが，自然と全部

話してしまった。仲のいい友達にも話さな

いため恥ずかしくなった。」ということが

起き，これは森園・野島（２００６）の，やや

強引に発言を促すことで，話してしまった

ことに対する後悔感や不安感に当たると考

えられる。

その後は，落ち着いて参加できているよ

うに見受けられ，Meの話から触発されて

過去の記憶が喚起されたり，話したいこと

がでてくるなどが起こっていた。しかし，

「言いたいことが後から出てきて，まだう

まく喋ることができなかった」等，上手く

言葉にできないことがあり，もどかしさや

不安を感じ，後悔が起こることもあるよう

であった。

Dさんは自分を他者と比較し，自分ので

きなさに注目をすることが多く，Meの話

を遮ってしまったことなど，少しのことで

も気になってしまう性格のようで，より不

安感が高まる性格と考えられた。

しかし，それを言語化することで「自分

が話したいことを話せて満足」し，カタル

シスが起こったり，Meからの言葉を受

け，他者理解が進んだりと心理的な効果が

起こっていたように推察された。また自己

理解など，自分に対しての新たな気づきが

起こり，自分から変化しようと努力したよ

うであった。半構成方式EG体験を終えて

からも，「もともとは全く知り合いではな

かったMeに自分から話しかけたり」「SNS

で友達になったりもしました」等，Meに

積極的に声を掛けたりと，自己と他者との

深くて親密な関係が形成されていき，Me

の話し方を見習って，自分の経験と気持ち

を両方伝えようとしたり，「悩みすぎず，

考えすぎないようになった」ことで「以前

よりも決断が早くなった」悩む時間を減ら

したりと，自発的に学習して変わろうとし

ているようであった。加えて，積極的に行

動してみたいと言う，気持ちの面での変化

も起こったようであった。

Dさんは，レジリエンスの全体値は減少

したが，下位尺度では上昇したものと減少

したものがある。上昇したものは“コンピ

テンス”，“肯定的評価”の２つの下位尺度

であり，どちらも物事を前向きに捉える項

目となっている。Dさんは半構成方式EG

を体験したことで，半構造化面接の記載よ

り，自身を変えようと努力して，前向きな

考えを持つようになったと推察され，スト

レスイメージもポジティブに変化している

ことか考えられる。

（５）共通の心理的効果

４名共通に起こった心理的効果は，野島
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（２０００b）の「自己理解，他者理解，自己

と他者との深くて親密な関係」であった。

上述より，４名とも最初は緊張や不安から

始まり，それぞれの個々の体験が行われて

いたが，１４回の半構成方式EG体験を通し

て，４名全員がその体験の仕方に関わら

ず，心理的効果，心理的成長が行われたと

推察された。しかし，体験の仕方によって

心理的効果に差が出ているといえよう。

４．本研究の限界と今後の課題

本研究では，あくまでも一つの研究結果

であり，量的な解析や質的な解析が十分に

なされていない。また，本調査ではストレ

スイメージを測るSD法と，大学生用レジ

リエンス尺度を用いて心理的効果の検討を

行ったが，他の定義の観点から考えること

も可能である。

今後の課題としては，より多岐にわたる

研究を行い，半構成式EGによる心理効果

について客観的な知見を得る試みが必要と

なるだろう。
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